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神話・演劇と儀礼の基礎研究　3－2
一中国の地方戯について（2）一
福　満　正　博
要核児
　山西省北部の大同，懐仁県，応県一帯に始まったとされている。今では山西省北部から，内
蒙古にかけての地域に流布する。金・元時代に流行した楽曲の曲調「要核児」が，他の戯曲音
楽や民歌の影響を受けて出来たといわれている。農閑期の農民が上演していた。伝統的な演目
は40種ほどある。「獅子洞」（西遊記故事），「千里送京娘」「対蓮珠」などがある。
　「煽墳」という劇では，猪八戒が顔の半分に面具を着け，おどけたしぐさをするという。足
を高く上げて，わざとゆっくり降ろし，左右に身を揺らしながら歩く姿は，「地秩歌」のよう
であるという。
永済道情戯
　山西省の西南地区の小型の劇種。「道情」は唐代の道教の道観で行われていた，詩讃体の
「経韻」から始まったと言われている。後に曲牌体の曲調を吸収して「道歌」などとも呼ばれ
た。南宋の『武林旧事』巻七などにも，「後苑小厩児三十人，打息気唱道情。太上云『此張捻
所撰鼓子詞」」と書かれている。その後，南方では主に詩讃系の道情が「説唱道情」（語り物）
として流行した。北方では主に樂曲系・曲牌体が流行し，金元時代の諸宮調・明清時代の陶真
などが知られている。その後，語り物形式の道情は戯曲形式に発展し，陳西省・甘粛省などで
は「皮影道情」（影絵芝居）となり，陳西省・山西省・河南省・山東省などでは，「道情戯」と
なる。山西省の「道情戯」は，地域によって四つに区分されている。それが，晋北道情戯・臨
県道情戯・洪洞道情戯と，永済道情戯なのである。永済道情戯も，永済県の東・西で，東路道
情と西路道情に分かれている。演目は，神仙勧化劇が多いとされる。
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臨県道情戯
　臨県道情戯は山西省の北西，黄河沿いの呂梁市臨県一帯で行われている。道教の演目が多
い。「祈子」（韓愈が廟で子供を授かるように祈願した話），「撒金橋」（韓愈が橋の上で漢鐘離・
呂洞賓に会い，韓湘子の家庭教師を頼む話），「越花培」（韓湘子が垣根を越えて出家する話）
などの，神仙の話が残っている。
晋北道情戯
　晋北道情戯は，山西省の北部に伝えられている道情戯。古い演目として「経堂会」（韓湘子
伝説），「大壁棺」（荘周伝説），「打経堂」（李翠蓮伝説）などが残っている。
寳　戯
　山西省・内蒙古自治区・河北省などに伝わっていた劇種」。面具を使い，宗教儀礼が中心。
弦楽器を使わず，太鼓，大銅解，噴ロ内（チャルメラ）などを使っていた。演目に「仏隠寺」，
「告御状」などがあった。今は，この劇種は絶えている。
秦　腔
　中国西北部，陳西省を中心に甘粛省・青海省・寧夏自治区などに広がる劇種。古くは明代萬
暦年間の紗本「鉢中蓮」に，「西秦腔二犯」という曲牌が見えることが知られている（『明清戯
曲珍本輯選』1985，中国戯劇出版社）。これは七言の斉言体で，明末には榔子腔として流行し
ていたことが窺われる。また清代乾隆年間の人李調元の『雨村劇話』に，
　　俗傳銭氏（銭徳蒼）綴白装外集，有秦腔。始干陳西，以榔為板，月琴鷹之，亦有緊
慢，俗呼『榔子腔』，蜀謂之「乱弾』。
とある。地域としては，今の陳西省あたりに発祥し，別名「乱弾」とも呼ばれていたことが分
る。また李斗の『揚州画肪録』巻五には
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　　京腔（k陽腔）本以宜慶・華慶・集慶為上。自四川魏長生以秦腔入京師，色藝蓋干宜
慶・葦慶・集慶之上。干是京腔数之。京秦不分。追長生還四川，高朗亭入京師，以安慶花
部。合京秦両腔，名其班日三慶。而曇之宜慶・葦慶・集慶遂灌没不彰。
と記している。四川の人魏長生が陳西で秦腔を学び，乾隆年間に何度も秦腔の劇団を率いて北
京に上京し，当時衰退しつつあったk陽腔・毘曲を凌いで人気を博した様子が述べられてい
る。秦腔は，ざ陽腔・毘曲を保護する清朝政府から何度も禁止令が出された。
　しかしその後も発展し各地に広がっていき，秦腔の影響は，蒲州榔子（山西省），代州榔子
（山西省），東路榔子（山東省），曹州榔子（山東省），青州榔子（山東省）などが其の余韻とし
て知られている。また，遠くは広東省まで，其の足跡が記録されている。
　陳西省では四つに分かれ，東は東路秦腔・同州榔子，西は西路秦腔（西府秦腔）・西路戯，
中は中路秦腔（西安乱弾）・西安榔子，南は漢調枕桃（漢調秦腔）などとなっている。
　演目には「列国史」「三国」「楊家将」「説岳傳」などに取材したものも多い。腔調は「板式
変化体」で，①慢板，②二六板，③代板，④起板・尖板，⑤渡板などの歌い方がある。偶数句
を平声の韻を踏むだけでなく，奇数句を灰声の韻を使い，七字句・十字句を多用する。
陳西老腔
　陳西省の東部滑南市華陰県の民間で保存されている古い劇種。この地域の影絵芝居である
「碗碗腔」と同じ音楽を用いる。碗碗腔は，全省的に広がっているが，陳西老腔は，華陰県を
はじめ西安市の東潤水沿いの大蕩・朝邑・痙関・臨滝などの地域に限られている。題材は「三
国演義」「晴唐演義」「封神演義」などの歴史故事が多い。歌詞は，五言・十言・七言の四句が
多い。
郡戸戯
　広く陳西省・山西省・甘粛省・寧夏自治区などに広がっている。一説では陳西省の郡県・蔀
県などから起こったとする説がある。また「迷胡」の語が説って出来た言葉とも言われてい
る。
　曲牌として「風入松」「要骸児」「混江龍」「梅花落」「満江紅」などの調名を残している。
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陳西道情戯
　陳西省の南の漢中から漢中道情，安康道情，商洛道情，北の陳北道情の四つに分かれてい
る。主な楽器には，四音胡，管子（パイプ），三弦，板胡，魚鼓，榔子，手鋸，小水錬などが
ある。曲牌には「八板」「六七板」「満天星」「葡萄三畳架」「殺鶏」「陰死曲」「磨板」「鎭煙洞」
などがある。
　伝統的な演目としては，「訪黄龍」「斑竹泪」「殺三苗」「酵仁貴征西」「水濫伝」「楊家将」「封
神傳」などの歴史物，「薬王巻」「馬王巻」「関公成聖」「降火龍」「東遊記」「黄龍池」「黄梁夢」
「南桐夢」などの神仙物がある。
高山劇
　高山劇は，甘粛省の南の朧南市の武都地区に伝わる劇種。毎年正月の社火（村祭り）の時に
上演される。その祭りの時には，芸人を真ん中にして隊列が踊りながら広場を廻り，「四季調」
「十二月」などの歌をうたう。そのあと，男と女の役の役者が，「開場」を行う。その後に上演
が始まる。演目としては，「水濡伝」「三国志」などがある。
八仙戯
　山東省酒博市の臨溜区の農村地帯に残されている。発祥は，明代の末期から清代の初期とさ
れる。「駐雲飛」「要核児」「混江龍」「桂枝香」などの曲牌がある。詳細は不明。
柳琴戯
　江蘇省徐州から山東省臨折や安徽の北部にかけての地域の劇種。「拉魂腔」「肘鼓腔」などと
も呼ばれる。もともと乞食・尼僧・巫術師などが，犬の皮を張った太鼓を敲いて地域の様々な
民謡を歌ってまわっていた。当時人々はそれを「鋸鼓沖子」「肘鼓子」などと呼んでいた。主
な楽器は「柳葉琴」といい，柳の木で作った琵琶に似た楽器である。これに，板胡，二胡，横
笛，榔子などを伴奏させる。演目は，生活に密着した小型の劇である。
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准　劇
　江蘇省，上海，安徽省をまたがる地域で流行する劇種。准劇の成立には，三つの要素が重
なったといわれている。一つは豊作を祈願する「加苗会」，病気治癒長寿祈願の「焼保状」，雨
乞い・疫病駆除などの宗教活動をする巫術師などの儀礼。二つには物売り・田植え歌・民謡な
どの民間歌謡。三つには西の安徽省の徽劇。これらの影響から准劇は，成立したとされてい
る。演目は，小型の劇が多い。
通　劇
　江蘇省南通市一帯の憧子（巫術師）たちの宗教活動が，起源とされている。「憧子戯」とも
呼ばれる。病気治癒を行う際，神仙故事の描かれた絵を何十枚も神壇の上に張り巡らし，前に
おかれた卓の上には丸焼きの豚を供える。憧子は，三蔵法師の服装で香を焚き紙銭を焼く。楽
隊は，銅鍵を鳴らし，板鼓を敲く。憧子は，「憧子調」の歌に合わせて物語を歌う。また，呪
文を唱えたり鈴を鳴らしながら，祭壇の周りを回る。憧子は，またいろいろな舞いも踊る。演
目としては，「西遊記」のような劇を演じる。南通の憧子の劇は，陳西省の端公戯矢，湖南
省・広西省の師道戯によく似ている。
　主な曲調には「七字平調」「十字調」「鈴板調」などがある。伝統的な演目には「陳英売水」
「秦香蓮」などがある。
揚　劇
　江蘇省の主要な劇種である。揚州，鎮江，南京，上海などで流行している。民間の歌舞「花
鼓戯」と，社の祭りで演じられる「香火戯」が合流して出来た劇種だといわれている。伝統的
な演目に「水漫洒州」「目連救母」「跳娘娘」「秦始皇起山塞海」などがある。
丁丁腔
　江蘇省徐州の郊外で行われている小型の劇種。清代に「要大頭」（頭に大きな面具を被り，
踊りながら歌う舞）などから発展したとされている。
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青陽腔
　安徽省池州市青陽県一帯に起源する劇種。明末の文人湯顕祖の「宜黄縣戯神清源師廟記」
（『詩文集』巻三十四）に，次のようにある。
　　此（戯）道有南北。南則箆山之次為海盤。呉漸音也。其禮局静好，以拍為之節。江以
西k陽，其節以鼓。其調誼。至嘉靖而ざ陽之調絶，変為樂平，為徽青陽。
また，同じく明末の王騨徳の『曲律』「論腔調第十」に，次のようにある。
　　夫南曲之始，不知作何腔調。沿至於今，可三百年。世之腔調，毎三十年一変，由元迄
今，不知経幾変更　。大都創始之音，初変腔調，定自渾撲，漸変而之腕媚，而今之娩媚極
　。蕾凡唱南調者，皆日海盤。今海盤不振，而日箆山。毘山之派，以太倉魏良輔為祖。…
数十年来又有「k陽」「義烏」「青陽」「徽州」「樂平」諸腔之出。
また，同じく明末の沈寵綴の『度曲須知』上巻に，次のようにある。
　　明興，樂惟式古，不祖夷風，程士則四書五経為式，選挙則七義三場是較，而偽代填詞
往習，一掃去之。錐詞人間踵其轍，然世換声移，作者漸寡，歌者蓼蓼，風声所変，北化為
南，名人才子，踵琵琶拝月之武，競以傳記鳴，曲海詞山，於今為烈。而詞既南，凡腔調與
字面倶南，字則宗洪武而兼祖中州，腔則有海盤・義烏・k陽・青陽・四平・楽平・太平之
殊派。難口法不等，而北気総已消亡　。
　これらの資料は皆同じように，k陽腔・海盤腔と並んで，或いはそれに少し遅れて，青陽腔
が出現したことを示している。
　また，徐清の『南詞叙録』には，次のようにある。
　　今唱家稻ざ陽腔，則出於江西，南京・湖南・閾・廣用之。構鯨挑腔者，出於会稽，
常・潤・池（安徽省池州）・太・揚・徐用之。構海盤者，嘉・湖・温・台用之。惟毘山腔
止行於呉中，流麗悠遠，出乎三腔之上，聴之最足蕩人。
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　この記述に拠れば，安徽の池州府では，青陽腔の成立前かどうかは定かではないが，鯨眺腔
も行われていたことを示している。これらの資料から窺われるように，青陽腔の成立は，古く
明代の中期ごろに遡ることが出来ることがわかる。
　歌唱法としての青陽腔の特微は，渡調にある。元曲や，それまでの南曲は曲牌体であった。
曲牌体というのは，「点緯唇」「混江龍」「山披羊」などのように曲調・字数・句格・平灰が決
まっているものである。一句の字数も不揃いなこともあり，長短句とも言われる。このような
曲牌を複数組み合わせたものを套数といい，長いものは数十曲に及んだ。それらが，北曲なら
一折，南曲なら一餉と呼ばれる，一場面を構成している。このような形式は，別に「曲牌聯套
体」とも言われる。これに対して渡調は，例えば七字の斉言体である。五字なり三字の場合も
あるが，同じ字数の偶数句を重ねていくやり方である。通常「説唱体」と呼ばれる，語り物で
使われた形式である。語り物で使われることからも分かるように，曲牌体よりもより口語性が
強いわけである。この形式を一般に「板式変化体」と呼んでいる。これを曲牌体の組み合わせ
である「曲牌聯套体」の中に，一部挿入したのが渡調といわれるものである。だから猿調は，
「曲牌聯套体」と「板式変化体」を組み合わせた，新しい文学形式と評価されている。これは，
当時相当に受け入れられ流行したようで，当時の戯曲の選本として出版された本の中に，青陽
腔の曲辞を収めたものを挙げると『詞林一枝」『八能奏錦』『玉谷調蜜』『摘錦奇音』『大明春』『時
調青昆」『樂府普華』『萬曲合選」『秋夜月』「群音類選』などがあると指摘されている。しかし，
元のままの青陽腔は今は絶えて，湖北省の麻城の高腔，山西省萬栄百帝村清戯，江西省都昌・
湖口の高腔，安徽省岳西の高腔などが，その末商だとされている。
安徽灘戯
　灘戯は，安徽省の貴池・青陽などの地区で行われている。由来をさかのぼれば，『周礼』の，
次のような記述がある。
方相氏掌蒙熊皮，黄金四目，玄衣朱裳。執文揚盾，帥百隷而時灘，以索室職疫。
『後漢書』礼儀志第五にも，次のような記述がある。
　　先騰一日，大灘謂之逐疫。其儀選中黄門子弟年十歳以上，十二以下，百二十人為仮
子。皆赤憤阜製，執大叢。方相氏黄金四目，蒙熊皮，玄衣朱裳，執文揚盾。十二獣有衣毛
角。中黄門行之，冗従僕射将之，以逐悪鬼干禁中。夜漏上水，朝臣会，侍中，尚書，御
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史，謁者，虎貴，羽林郎将執事，皆赤憤陛衛。乗輿御前殿。黄門令奏日，仮子備，請逐
疫。於是黄門侶，仮子和，日甲作食箒，胱胃食虎，雄伯食魅，騰簡食不祥，掩諸食餐，伯
奇食夢，強梁・祖明共食礫死寄生，委随食観，錯断食巨，窮奇・騰根食盤。凡使十二神追
悪凶，赫女（汝）躯，拉女幹節，解女肉，抽女肺腸。女不急去，後者為糧。因作方相與
十二獣傷。嘩呼，周偏前後省，三過持炬火，送疫出端門。門外駿騎，傳炬出宮，司馬閾門
門外，五営騎士傳火，棄雛水中。百官官府各以木面獣能（熊）為灘人師詫，設桃梗・響
棍・葦菱畢，執事陛者罷。葦戟・桃杖以賜公・卿・将軍・特侯・諸侯云。
また『晴書』巻八礼儀志三にも，次のような記述がある。
　　斉制，季冬晦，選樂人子弟十歳以上，十二以下為仮子，合二百四十人。一百二十人，
赤憤阜構衣，執叢。一百二十人，赤布袴摺，執韓角。方相氏黄金四目，熊皮蒙首，玄衣朱
裳，執k揚盾。又作祖明・窮奇之類，凡十二獣，皆有毛角。鼓吹令率之，中黄門行之，冗
従僕射将之，以逐悪鬼干禁中。其日戊夜三唱，開諸里門，灘者各集，被服器杖以待事。戊
夜四唱，開諸城門，二衛皆厳。上水一刻，皇帝常服，即御座。王公執事官第一品已下，従
六品已上，陪列預観。灘者鼓課，入殿西門，編於禁内。分出二上閤，作方相與十二獣憐
戯，喧呼周偏，前後鼓課。出殿南門，分為六道，出於郭外。
　　階制，季春晦，灘礫牲於宮門及城四門，以穰陰気。秋分前一日，穣陽気。季冬傍礫，
大灘亦如之。其牲，毎門各用抵羊及雄鶏一。選仮子，如後斉。冬八隊，二時灘則四隊。問
事十二人，赤憤構衣，執皮鞭。工人二十二人。其一人方相氏，黄金四目，蒙熊皮，玄衣朱
裳。其一人為唱師，着皮衣，執棒。鼓角各十。有司預備雄鶏抵羊及酒，宮門為攻。未明，
鼓課以入。方相氏執文揚盾，周呼鼓課而出，合趣顕陽門，分詣諸城門。将出，諸呪師執
事，預醜牲旬，礫之於門，酌酒醸祝。基牲並酒埋之。
また『新唐書』巻十六礼樂志六にも，次のような記述がある。
　　大灘之禮。選人年十二以上，十六以下為仮子，仮面赤布袴摺。二十四人為一隊，六人
為列。執事十二人，赤憤赤衣麻鞭。工人二十二人。其一人方相氏，仮面，黄金四目，蒙熊
皮，黒衣朱裳，右執（k，左執）楯。其一人為唱帥，仮面皮衣執棒。鼓角各十，合為一
隊。隊別鼓吹令一人，太卜令一人，各監所部。巫師二人，以逐悪鬼干禁中。有司預備毎門
雄鶏及酒，擬i於宮城正門皇城諸門，礫擁設祭。太祝一人，齋郎三人，右校為痙堵，各於皇
城中門外之右。前一日之夕，灘者赴集所，具其器服以待事。
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　　其日未明，諸衛依時刻勒所部，屯門列杖近杖，入陳於階。鼓吹令帥灘者各集於宮門
外。内侍詣皇帝所御殿前，奏「仮子備，請逐疫」。出命寺伯六人，分引灘者於長楽門永安
門以入，至左右上閤，鼓課以進。方相氏執文揚楯唱，振子和日「甲作食箒，腓胃食虎，雄
伯食魅，騰簡食不祥，撹諸食智，伯奇食夢，彊梁。祖明共食礫死寄生，委随食観，錯断食
巨，窮奇・騰根共食盤。凡使一十二神追悪凶，赫汝躯，拉汝幹節，解汝肉，抽汝肺腸。汝
不急去，後者為糧」周呼詑，前後鼓課而出，諸隊各趨順天門以出，分詣諸城門，出郭而
止。
　　灘者将出，祝布神席，當中門南向。出言乞，宰手齋郎臨牲幻，礫之神席之西，籍以席北
首。齋郎酌清酒，太祝受彙之。祝史持版於座右，脆読祝文日「維某年歳次月朔日，天子遣
太祝臣姓名昭告干太陰之神。」興，萸版干席，乃學牲並酒痙於焔。
また北宋の灘禮については，『東京夢華録』巻十除夕に，次のような記述がある。
　　至除日，禁中呈大灘儀，並用皇城親事官，諸班直載仮面，繍書色衣，執　　　金鎗龍
旗。教坊使孟景初，身品魁偉，貫全副金鍍銅甲装将軍。用鎮殿将軍二人，亦介冑，装門
神。教坊南河炭醜魁肥，装判官。又装鍾撹・小妹。土地・竈神之類，共千鯨人，自禁中駆
崇，出南薫門外，轄龍轡，謂之埋崇而罷。是夜禁中爆竹山呼，聲聞干外。士庶之家，園櫨
團坐，達旦不探，謂之守歳。
また南宋の灘禮については，『夢梁録』巻六除夜に，次のような記述がある。
　　十二月書，俗云月窮歳蓋之日，謂之除夜。士庶家不論大小家，倶洒掃門間，去塵繊，
浄庭戸，換門神，桂鍾埴，釘桃符，貼春牌，祭祀祖宗。遇夜則備迎神香花供物，以祈新歳
之安。禁中除夜呈大駆灘儀，並係皇城司諸，班直，載面具，著繍書雑色衣装，手執金鎗，
銀戟，蚕木刀剣，五色龍鳳，五色旗幟，以教楽所伶工装将軍，符使，判官，鍾埴，六丁，
六甲，神兵，五方鬼使，竈君，土地，門戸，神尉等神，自禁中動鼓吹，駆崇出東華門外，
轄龍池濁，謂之埋崇而散。
　以上が灘禮に関する，主な歴史的な記述である。
　貴池・青陽の灘戯は，上演されるのは正月限られ，それ以外のときは上演されない保守的な
劇種である。固定した演目としては，正月の七日の夜に「劉文龍起考」，十日の夜に「仁宗皇
帝不認母」，十三日の夜に「張文賢打死責花女」，十五日の夜に「孟姜女」が上演される。これ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23
らは大型の演目である。
　始まりの初七日の開演の際には小型の劇が上演される。「舞傘」「打赤烏」「五星斉会」「拝年」
であり，これらは厳格な順番がある。公演の最後には，「関公斬妖」が上演される。
安徽端公戯
　安徽省の北部，准水沿いの六安市寿県，准南市鳳台県，阜陽市懐遠県，蛙埠市頴上県などの
地域で行われている。これらの地域では，巫術師のことを「端公」と呼ぶ。彼らが病気治癒除
災除疫の祈祷を行う時の祭祀活動から発展したといわれている。端公たちの一人称の歌を「端
公神調」と呼んでいた。彼らは，神降ろしの際に，「端公神調」の曲調で物語を演じていた。
　主な演目に「醇鳳英」「河神」「休丁香」などがある。
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